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平成２１年度八尾市の未来を語るタウンミーティング 

久宝寺小学校区（議事概要） 

 

開催日時：平成２１年１１月２７日（金）午後７時３０分～９時２０分 

開催場所：久宝寺コミュニティセンター ２階 集会室 

参加者数： ８４ 名（男性 ５０ 名、女性 ３４ 名） 

市出席者：田中市長、原副市長、阪口病院事業管理者、野村水道事業管理者、中原教育長 

配布資料： 

① 平成２１年度八尾市の未来を語るタウンミーティング資料（パワーポイント内容） 

② タウンミーティングでのご意見への対応状況について（平成２０年度） 

③ 久宝寺小学校区地域レポート 

④ 市政運営方針（平成２１年度） 

⑤ がんばれ八尾応援寄附金案内チラシ 

⑥ 路上喫煙防止に関するチラシ 

⑦ 住宅用火災警報器設置に関するチラシ 

⑧ 救急車の適正利用等に関するチラシ 

   

 

１．コミュニティ推進スタッフ（司会）から昨年度のタウンミーティングの状況、地域レポート説明、地域での活動状況等の紹介 

 

 

 

２．市長から市政運営、次期総合計画の構成等についての説明：パワーポイント（配布資料①） 
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３．意見交換 

市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

① 集会所の設置について 

○ 高齢者の生きがいと健康保持のための、活動

できる場所がありません。高齢者が気楽に集

まり、日常の出来事を話したり、クロリティ

などのスポーツが出来るようにして欲しい

です。 

 

 

○ 八尾市には７５５の町会があり、そのうち集会

所をもっているところが約３分の１、残りの約

３分の２がもっていないという現状です。現在

のところ八尾市にはコミュニティセンターが

１０箇所ありますが、それを１５の中学校区単

位で、校区集会所は小学校区単位で必要と考え

ており、検討課題として調査中です。厳しい財

政状況のなか、すぐに実施するのは無理ですが

計画的に進めていきたいと考えています。 

 

 

○ 市民一般の集会及び健全な各種行事の用に

供し、地域市民が相互に交流を深め自主的な

活動を深めることを目的として、１０箇所の

コミュニティセンターを設置しています。ま

た、地域活動の推進を図ることを目的とし

て、地域活動の拠点施設として活用される小

学校区集会所については、コミセン等の公共

の集会施設が整備されていない小学校区か

ら、順次、整備を進めています。 

さらに、各町会で所有される集会施設につき

ましては、町会自らに整備いただいています

が、町会の整備費用負担の軽減を図るため、

土地や建物の購入費用及び家賃等に対し補助

金を交付していますので、ご理解下さいます

ようお願いします。 

 

○ 市内には老人福祉センターが３ヵ所あり、多

くの高齢者が様々な講座に参加されていま

す。高齢者が憩えるところとしては、市内に

街かどディハウスが１２ヵ所ありますので、

これらの講座や施設を有効にご活用いただ

けたらと考えます。 
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市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

② コミュニティセンターのエレベータ設置につ

いて 

○ エレベータが無いため、階段の上り下りが困

難な高齢者や障害者は、コミュニティセンタ

ーで催される各種行事に参加できず、参加者

も年々減少しています。以前から設置要望を

しています。ぜひ新年度予算に組み込んで欲

しいと思います。 

 

 

 

○ コミュニティセンターのエレベータ設置につ

いては公共施設の耐震化計画とセットで考え

ています。来年度には、全ての公共建物の耐震

診断が完了しますので、来年度後半には何年度

ぐらいに設置できるかをご説明できると思い

ます。 

 

 

 

○ コミュニティセンターはコミュニティ活動

や生涯学習の拠点施設であり、施設のバリア

フリー化は耐震化とともに、市民の安全安心

を確保する観点からも大変重要な取り組み

と認識しており、順次取り組みを進めていき

たいと考えています。 

中でも耐震化は市民の生命を守るという意

味からも優先的に取り組む必要があると考え

ています。 

③ 障害者の雇用・就労について 

○ 障害者が生きがいを持って充実した日々を

過ごすことができる地域社会を実現しなけ

ればならないと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 障害者の雇用・就労について、八尾市では国

の雇用促進法を踏まえて、これまで企業へは

 

○ 八尾市では職員採用試験で障害者枠を導入し、

昨年度で３名、今年度で２名の職員を採用させて

いただきました。今後も障害者雇用を率先して行

っていきます。また市の行事などで、記念品が必

要な場合、通常は入札による契約ですが、八尾市

から直接発注できるように障害者団体と随意契

約ができる仕組みもつくりました。障害者団体か

ら、物品を購入することによって雇用・就労が改

善できれば良いと考えています。 

 

○ 就労者雇用の法定雇用率は民間企業で 1.8％、

行政で 2.1％となっていますが、市から民間企

 

○ 働くこと、就労に向けて励むことは、障害者

にとっても、社会の一員として自立した生活

を送る一つの手段であるとともに、自己実現

にも通じるものです。 

 このため、本市においては、障害者基本計

画により、一般就労や福祉的就労の場の確

保・充実を図り、障害福祉計画において一定

の目標を定めて推進に努めており、福祉的就

労においても、本市が発注する業務等を障害

者が通所等されている福祉施設に対して業務

委託することについて、どのような内容の業

務を発注することができるのかなどを、庁内
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市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

どのような指導を行ってきましたか。また、

市では何か取り組みを行ってきましたか。 

 

業に達成するように強く推すことは難しいで

す。現状では、法定雇用率を達成していない企

業は違約金を払っていますが、今後は企業名も

公表する必要もあるのではと考えています。制

度そのものを変えていくことを働きかけ、民間

企業の取り組みを促進させることも必要だと

考えています。 

 

の関係各課において協議を行い、検討を進め

ているところであり、早期実現を目指してま

いります。 

 

○ 本市では障害者雇用への主な取り組みとし

て９月の障害者雇用支援月間に合せ、大阪府

や柏原市、八尾・柏原障害者就業・生活支援

センターと共催で障害者雇用の促進に向け

たシンポジウムを開催し、事業所啓発の一環

として障害者雇用に対する事業主の理解を

深めてまいりました。 

今後とも障害者が雇用・就労し、職場に定着

するためには、関係団体・機関の緊密な連携

が必要で、シンポジウムの継続とともに障害

者雇用に関する事業所の理解・協力を求めて

まいります。 

④ 歩道を走る自転車について 

○ 歩道を平然と走る自転車について、視覚障害

者や高齢者が困っていますので、大人や子ど

もたちに対して、自転車マナーの指導や教育

をお願いしたいです。特に子どもたちには、

歩行者がいるときには自転車を止めて降り

ること等の指導を学校を通じてお願いした

いと思います。 

 

○ 自転車のマナーの問題ですが、八尾市では自転

車利用が多く、それに伴って自転車による交通

事故が府下平均と比較して約１０％も高い現

状です。現在、八尾市では八尾警察署にも協力

いただき、各小学校や幼稚園などで、子どもと

保護者が一緒に交通マナーを学ぶ取り組みを

行っています。今後も交通マナーの向上のため

 

○ 本市では交通事故の約４割が自転車事故で

あり他自治体と比較して多い状況でありま

す。そのため、本市では八尾警察署や各種団

体と連携して交通安全の普及啓発活動に取

り組んでおり、また、幼稚園や小学校など子

どもに対して自転車の正しい乗り方をはじ

め交通ルールを守るよう交通安全教室の開
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市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

にも、子ども達と一緒に学んでいく場をつくっ

ていきたいと考えています。 

催を通じて啓発活動等を実施しています。 

今後も引き続き、安全で正しい自転車利用に

ついて啓発活動に取り組んでまいります。 

 

○ 子どもの規範意識の向上については、家庭で

の教育が基盤となるものですが、家庭、学校、

地域での連携が不可欠だと考えています。特

に、子どもの生活場面での大人の行動は、子

どもたちの健全育成に大きく影響を与える

ものです。とりわけ、交通ルールに関するマ

ナーについては、命にかかわる大切な問題で

あります。学校でも、さまざまな指導は行っ

ていきますが、大人が良い見本になるよう

に、家庭・地域におかれましても、引き続き

ご協力をお願いします。 

 

⑤ 市立久宝寺保育所の敷地の有効利用について 

○ 久宝寺保育所は移転を予定していますが、移

転後には、敷地を集会所や公園など地域の人

が利用できる施設にして欲しいです。 

 

○ 地域の役員の方からも、久宝寺保育所の敷地を

継続して公共的な利用ができるようにして欲

しいとの要望や、敷地についても前面道路との

高低差があり、平坦にして欲しいと近隣の方か

らの要望もありました。 

 

○ 保育所施設については耐震が十分ではないた

 

○ 市立久宝寺保育所は、平成 21 年度までの運

営となっています。保育所施設については、

そのまま使用することが困難であるため、平

成 22年度中に解体する予定です。 

 

 

○ 保育所解体後、土地は、府に返還することと
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市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

め、そのままでは使用できず、取り壊す必要が

あります。土地所有者は大阪府ですが、これま

では保育所としての使用でしたので、土地の賃

借料は無償でした。しかし、他の目的での使用

になると賃借料など、新たな経費が必要となる

可能性があります。八尾市としては、引き続き

無償で、公園などとして使用できるように大阪

府と交渉していきます。 

 

なっていますが、公園等の公共スペースとし

て利用できないか、府に検討を依頼していき

ます。 

⑥ 携帯電話を利用した、学校からの緊急連絡網

導入支援について 

○ 子どもに対する様々な事件が発生するため、

昨年から見守り活動を、全保護者で日替わり

で毎日行っています。 

現在、連絡網は個人情報保護の観点から学

級委員が全家庭に連絡する仕組みになって

います。今年の新型インフルエンザによる休

校の連絡をまわす時には学級委員一人の方

に大きな負担をかけました。そのため民間企

業による携帯電話のメールを利用して保護

者に一斉に緊急連絡を発信するサービスの

導入を検討中です。他の学校でも導入の検討

を行ったそうですが、どうしても金銭的な問

題が発生します。このようなサービス導入を

 

 

○ 昨年度のタウンミーティングでも子どもの安

全・安心についての意見が多数ありました。子ど

もの安全・安心を保つための方法としてメールや

IC タグなどがあります。 

同様の意見を他の地域からもいただいています。

審査などはありますが、ぜひ八尾市地域安全・安

心のまちづくり基金を活用していただければと

考えています。 

 

 

 

○ 携帯電話（メール）を活用した緊急連絡網の

システムについては、一部の学校において

PTA が主体となり導入している例もありま

す。教育委員会においても、携帯電話（メー

ル）を活用した連絡網については、速報性に

優れていると認識しており、基金を活用する

方法についても検討を進めていきたいと思

います。 

 

○ 安全安心のまちづくり基金については、市民

及び事業者等が行う子どもの見守り活動等

の継続的かつ計画的な防犯活動に対し、審査

会を経た上で５０万円を限度に、補助金とし
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市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

市で支援していただけませんか。 

 

て交付しています。 

なお、詳細につきましては、自治推進課ま

でお問合せいただきますようお願いします。 

⑦ スクールゾーンの強化について 

○ カーブミラーの設置など、子どもの登下校の

安全を確保するために、学校周辺の交通安全

対策の強化をお願いしたいです。 

 

 

○ 学校側とも協議をしながらスクールゾーンの

強化をしていきたいと思います。また、カーブ

ミラーについては市に要望していただければ

設置可能と考えています。警察に対しても朝の

登校時間帯に現地に立つことができないか協

議をしてきましたが、警察官の勤務交代が９時

となっているため、引継ぎなどで８時頃には警

察署に戻る必要があり、対応しきれないという

のが現状です。 

 

○ 八尾市は今年度にエコカーを６台購入します

が、全て白黒のパトカーと同じ色にしました。

パトカーと間違える仕様にしていますので、い

ろいろな使い方が考えられると思っています。 

 

 

○ 小学校周辺地域においては、通行する車両へ

注意喚起を促すため、道路面や電柱にスクー

ルゾーン表示等を行っています。 

表示等に当たっては、学校をはじめ市役所関

係部署、警察等との協議、地域の意見を踏ま

えながら、子どもの安全確保に効果があがる

箇所に、表示等を行っていきたいと考えてい

ます。 

 

 

○ カーブミラーの設置については、つけること

により道路巾が狭くなり、通行障害を起こす

箇所もありますので、具体的な箇所の要望を

いただけましたら、設置基準や現場状況等を

確認の上、設置検討します。 

 

○ 久宝寺小学校周辺の通学路における安全対

策等については、既に地域の役員の方との協

議を図り、現在、八尾警察署と対応策の検討

を進めています。 
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市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

⑧ 警察官による夜間巡回の協力について 

○ 育成会、ジュニア会は夜８時から９時の間に

頑張って巡回しています。しかしながらこの

時間帯以降にも塾帰りの子ども達もいます。

週に何日かでも時間帯を見計らって警察官

の巡回強化をお願いしたいと思います。 

 

 

○ 夜間の巡回については警察に申し入れます。し

かしながら八尾警察署にはパトカーは５台し

かなく、また警察官も少ないため八尾市全域を

パトロールしきれていないのが現状です。 

 

○ 八尾市はひったくりが多いと言われており、犯

罪状況も府下でも悪かったのですが、最近では

下がってきています。これも地域で見守り活動

をしていただいたり、青パトを走らせていただ

いたりした成果が数字として表れてきている

と考えます。警察とは連携を深めていますの

で、更に安全・安心なまちづくりを頑張ってい

きたいと思います。 

 

 

○ 八尾警察署による重点パトロールについて

は、他の地域からも要望をいただいており、

市から八尾警察署の地域課に出向き依頼を

しました。 

その際、警察からは、地域の実情に応じてパ

トロールを行うことが、より効率的なパトロ

ールにつながると思われるため、最寄りの交

番に現状を報告してもらうなり、緊急時には

１１０番してもらいたいとのことでした。 

⑨ 少年を守る日の活動方法と地域の教育力につ

いて 

○ 地域の元気と活力には、地域の教育力を高め

る必要があると考えています。子どもを守る

日や社会を明るくする日などは何十年も続

いている活動です。継続は力ですが、効果を

発揮するには時代に即した地域のニーズに

そった活動が必要と考えています。例えば、

子どもを守る日の活動を学校の校門前でメ

 

 

○ 子どもをしっかりと、またあたたかく見守るた

めに標語的に「家庭・学校・地域」と言われて

も浸透出来ていないのが現状と思っています。

市政運営方針では子ども支援という視点を強

調し、また予算もつける事により、扇風機、LED

照明、ICT 化、パソコンの入れ替えなど教育環

境面での充実をすすめています。 

 

 

○ 本市におきましては、現在、毎年度、八尾市

教育重点目標を定めて、平成２１年度におい

ては、「人権と共生の２１世紀を担う人間の

育成」を基本理念とし、「安全で安心できる

学習環境の整備」、「確かな学力（知）、豊か

な心（徳）、健やかな体（体）の調和のとれ

た人間の育成」、「中学校区を単位とした教育
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対応状況と今後の方向性 

（平成２１年１２月現在） 

ッセージをいれたティッシュを配布しなが

らの挨拶運動に変えるなどにする必要があ

ると思っています。 

 

○ 伝統のある久宝寺のまちに、子ども達が愛着

を感じるような取り組みを家庭・学校・地域

が一体となって取り組むことが重要と思っ

ていますが、今、八尾市では子どもの教育に

ついて優先していることは何でしょうか。そ

れを参考に地域で知恵を出し合って考え、良

いまちづくりをしたいと思っています。 

 

 

 

 

 

○ 私は、基本的に子どもは人で育てると思ってい

ます。来年度には、学校に市単費で人を派遣で

きないかも検討中であり、学校の先生、教育委

員会と一体となり、ニーズにそった市行政を率

先してすすめていきます。また、子ども達が地

域に愛着を持てるよう歴史性などを学ぶ機会

をつくることによって「家庭・学校・地域」と

言われてきた事を実践できる体制をつくって

いきたいと考えています。 

 

コミュニティの構築」、「生涯学習環境の整

備」の４点を重点目標として掲げ、様々な取

組みを進めています。 

 

○ 毎年１１月は「全国青少年健全育成強調月

間」と位置づけられており、本市においては、

１１月５日を少年を守る日・家庭の日とし

て、各種関係諸団体の皆さんの協力を得なが

らその啓発事業に取り組んでいます。この啓

発事業の目的は、健全な育成への取り組みを

全市民の理解と広がりを持って推進するこ

とにあるため、行政だけでなく家庭・学校、

企業、地域の皆さんの協力を得ることによっ

て、より効果的に推進できるものと考えてい

ます。 

また、今後においても、各地域の実状に応

じて、地域との連携を図りながら、子どもた

ちの安全確保に向けて、積極的に取り組んで

まいります。 

⑩ 市立幼稚園の３年保育と少子化による統廃合

について 

○ 市立幼稚園について、私立幼稚園と同じよう

に３年保育をお願いしたいと思っています。

子ども達のために就学前教育という面もあ

 

 

○ 幼稚園のあり方については昨年度から庁内で

議論をすすめてきており、現在、児童福祉審議

会と幼稚園審議会を開催し、また小・中学校適

 

 

○ 市立幼稚園においては、これまで、幼児教育

を公私協調、協力体制のもとで取り組んでい

くという方針で、３年保育は、私立幼稚園に
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りますが、お母さん達が働きながらも安心し

て子どもを育てられるためにも、また、ばた

ばたと子どもが大きくなるのではなく、成長

を楽しんでいきたいという願いもあります。

このような子育て支援方法も検討していた

だきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 子どもが減ってきており久宝寺幼稚園も今

は４歳児、５歳児とも１クラスしかありませ

ん。子ども達は地域の方にも大切にされ、三

世代交流という新しい幼稚園の形も見えて

きています。子どもが減ってくれば、幼稚園

の統廃合などの話がでますが、広い通園区で

無理して通わなければならないという不安

正規模等審議会も開催しています。児童福祉審

議会と幼稚園審議会については今年度に答申

を出していただける予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 八尾市には１５の中学校、２９の小学校、１９

の市立幼稚園、それ以外にも保育所もありま

す。これらのあり方をもう一度考えなければな

らない時が来ると思っています。子どもの人数

が少なくなることで集団生活、集団学習が難し

くなっている現状があります。申し訳ありませ

んが統廃合については全体として考えていき

ゆだねているところであります。 

また、今後も、少子化が進んで３歳児の人口

が減少するとともに、保育所への入所児が増

えていく中で、市立幼稚園が３年保育を実施

するということは、幼稚園の規模が小さくな

っていく課題がある状況において、園児数の

拡大に直接的につながるとは考えられず、現

状よりさらに小さい規模の集団をつくるこ

とになります。 

さらに、現在の幼稚園の施設規模におきまし

ても、保育室の余裕がない園もあるという現

状もあり、３年保育を実施するとなれば、施

設の増築等や新たな職員配置が必要になり、

さらなる財政負担を伴うことにもなります

ので、現在のところは、３年保育を実施する

ということは考えておりません。 

 

○ 幼稚園の統廃合については、少子化の進行等

により、園児数の少ない園が増えてきてお

り、幼稚園における集団での教育環境の確保

が難しくなってきています。幼稚園児が家庭

という小さな集団から出て、初めて過ごす場

所が幼稚園での集団であり、小学校へのスム

ーズな接続という視点からも、幼稚園での集
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があります。これからの幼稚園はどうなるか

を教えていただきたいと思います。 

たいと考えています。 

 

団でさまざまな経験することは重要です。 

このようなことから、現在、開催をしていま

す「幼稚園審議会」において、望ましい幼稚

園規模を維持するための方策として、統廃合

について、検討をしていただいているところ

です。 

⑪ 未成年者の喫煙について 

○ 自動販売機で買えなくなっても未成年者の

喫煙が無くなっていません。たばこの手に入

れ方を聞いたところ、家から黙って持ち出し

てきたり、コンビニで購入したり、信じられ

ませんが保護者が買って子どもに与えると

も聞きました。子どもをたばこから守るのは

親や大人の責任と思っています。止めさせる

ためにも巡回などを続けていますが、市から

厳しい処置を保護者や販売業者にできない

のか、お聞かせ願いたいです。 

 

 

○ 喫煙の問題は、マナーを守って吸うのが基本で

す。未成年者においては法律で禁止されていま

すので、家から持ち出すのであればご家庭で管

理してもらわなければなりませんし、また学校

を通じて、あるいは教育委員会を含めて指導体

制を強化していくような仕組みをつくってい

きたいと考えます。 

 

 

 

○ 八尾市では薬物乱用防止キャンペーンに力を

いれていますが、今後は喫煙も含めて対応して

いきたいと考えています。販売業者に対して

は、たばこの販売店の連盟に協力をいただける

ようにお願いしていきたいと思います。 

 

○ たばこのポイ捨てを禁止するために路上喫煙

 

○ 未成年者の喫煙は法律で禁止されており、平

成 20 年に自動販売機で未成年者が購入でき

なくする取り組みや市内の事業所では、「青

少年を守る店」の協力をいただき、青少年の

健全育成に取り組んでいるところです。 

また、大人自身の規範意識も低下している

ことから、「大人が変わればこどもが変わる」

をキャッチフレーズに、大人自らがこどもの

手本となるよう啓発活動を行っています。 

 

○ 子どもの喫煙等につきましては、小学校・中

学校ともに保健の授業において、喫煙と健康

について学習しています。また、学校園にお

きましてはＰＴＡにも協力を求めながら敷

地内禁煙とするなど喫煙防止を進めていま

す。 
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防止の条例を３月に制定したいということで

研究、アンケートなども行ってきました。大人

からマナーを守っていただき、この受動喫煙防

止条例を核としながら子ども達にも指導でき

る体制をつくっていきたいと考えています。 

⑫ 大型開発と受益者負担について 

○ 最近、民間デベロッパーによる大型の分譲も

しくは賃貸マンションの建設がすすんでい

ます。本来、八尾市は生産都市だが消費都市

に変ってしまうのではないかと心配です。そ

の中でも一番懸念する事は、人口が増えれば

子どもの人数が増え、学校の校舎や教職員を

増やす必要が発生します。また、市立病院の

患者が増えれば医師や看護師を増やさなけ

ればなりませんし、ごみの収集車、消防車も

増やすなど、新たに市の財政負担が必要にな

るのではと考えています。建設工事着工前に

デベロッパーと受益者負担などについての

協議をする制度はあるのですか。また、今後

どのような対応をしていくのかお伺いした

いです。 

 

 

○ 人口が増えればどうなるかということですが、

平成２３年度から３２年度の総合計画でも人

口がどう推移するかが根底になります。現在は

２７万３千人ですが平成３２年には２５万人

を切るという予測になっています。自治体とし

て八尾市は約３０万人の規模が効率的で良い

と思っていますので、住宅開発も必要と考えて

おり、八尾全体の人口を考えながらまちづくり

を考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

○ マンションを建てれば負担金を徴収できない

かということですが、以前は開発分担金として

 

○ マンション建設及び戸建分譲住宅の建設に

あたっては、本市で定めています八尾市開発

指導要綱又は都市計画法に基づいて、事業者

の負担により道路、緑地、下水道等の公共施

設を設置することを義務付けています。 

事業者は、宅地開発の工事に着手する前に公

共施設の設置に関して、八尾市などの公共施

設管理者との協議を行い、開発同意又は開発

許可を受けなければいけないことになってい

ます。 

なお、集会所、保育所等の公共施設について

は開発指導要綱に規定する「公益施設の設置

基準」により開発規模の区分に応じて、設置

を求めているところです。 

 

 

○ 開発事業により人口が増えることに伴う、公

共サービスの維持管理経費の増大について
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一戸当り２０万円とか３０万円を徴収してい

ましたが、開発業者が裁判をした結果、分担金

を徴収することは法律違反となりました。よっ

て八尾市も分担金を徴収することを止めまし

た。ただ、規制はどうかといいますと 1,500 戸

以上や一定面積以上の開発には小学校や保育

所を造らなければなりません。駅前に建設中の

西日本最大級のマンションは 1,499 戸ですが、

八尾市との協議で９０人分の認可保育所を設

置することとなっています。分担金を徴収する

ことはできませんが、多くの方に居住していた

だき、税収をあげるということを考えていま

す。 

は、行政の責任において負担すべきものであ

り、開発事業者（最終的には当該開発地の居

住者）に負担させるものではないと考えてい

ますので、今後も現在規定している公共公益

施設の設置とは別に寄付金等の負担を求め

ることは考えていません。 

⑬ バリアフリーについて 

○ バリアフリーの問題について、物理的なバリ

アフリーだけでは解決しないと思います。将

来に向かって総計で検討するのであれば、心

のバリアをとらなければ、良いまちは出来な

いと思っています。 

 

 

○ 物理的なバリアフリーは当然大事だと思いま

すが、人権尊重の意識を高めていく必要がある

と思いますし、人権尊重は、行政のあらゆる分

野の基本にあるものと考えています。やさしい

心で、その人の人権を守るという気持ちが大切

ではないかと考えています。 

 

○ 本市では、「あたたかい心でまじわり、人間

愛をもってお互いの人権を尊重することが

大切である」とする八尾市人権尊重の社会づ

くり条例のもと、第４次総合計画においては

都市づくりの基本理念の一つとして「人権が

尊重され、共生の心あふれる人間都市づく

り」を掲げ、人権尊重のまちづくりを進めて

きました。 

次期総合計画につきましても、各分野を横断

的に取り組む施策として位置づけ、市民の皆
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様や地域との協働により、すべての人の人権

が尊重されるまちづくりに取り組んでまいり

たいと考えています。 

⑭ 市職員の対応について 

○ 市の対応が良くありません。先日、友人が介

護のことで、市役所に相談に行ったところ、

「介護の相談員に相談してください。」と言

われました。そのようなことは誰にでも言え

ると思います。市で対応出来ないのならば、

せめて「民生委員に一緒に相談に行きましょ

う。」などの意見を出せるような市職員であ

って欲しいと思います。 

 

○ 親切丁寧な市役所をめざして、来庁者に毎年ア

ンケートをとっていますが、徐々に改善されて

いると思っています。しかしながら、今回の状

況を聞かせていただいき、申し訳なく思いま

す。実態を調査させていただいき、きちっとし

た対応が出来るように指導していきたいと思

います。 

 

 

○ 今後も市職員の接遇には、市民の意図を汲ん

だ迅速丁寧な対応を心がけていくよう研修

などを通じて指導育成に努めてまいります。 

⑮ 久宝寺のまちの発展について 

○ 東大阪市弥刀で道路の縁石の高さが３cm と

低くなっているバリアフリー道路がありま

す。八尾市にもこのようなバリアフリーの道

を優先的に造ってもらいたいと思います。私

もこの久宝寺が好きで、長い期間住んでいま

すが、この久宝寺が発展してもらえるように

 

○ 東大阪市の道路は歩道の件だと思いますが、歩

道と車道の縁石は国の指導では基本的には高

さ５cm となっています。斜めに削って２、３cm

にしているものもありますが、割れやすいとい

う欠点もあります。しかしながら、自転車や車

椅子で上がりにくいという事実もありますの

 

○ 現在、駅周辺の歩道を中心にバリアフリー化

を進めており、交差点部の段差は２cm で施工

しています。車両出入口については、５cm が

基準となっていますが、現場の状況により柔

軟に対応していきたいと考えています。 
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して欲しいと思います。 

 

で、八尾市でもなるべく段差の低いものを使っ

ていくように考えているところです。全てをす

ぐにすることは出来ませんが、計画をたてなが

ら順次すすめていきたいと考えています。ま

た、特にひどい箇所は部分的に改善できること

もあると思いますのでお聞かせください。 

⑯ 今後のタウンミーティングについて 

○ これまでの我々の意見を市長は聞くだけな

のか、実行してくれるのか、それとも反故に

するのかを聞かせて欲しいと思います。ま

た、今後もこのような会合が継続され、我々

の意見を十分に聞いてもらえるような市政

を行って欲しいと思います。 

 

 

○ 決して反故にする気もありません。しっかりと

お話をお聞きして、実行できるものから実行し

ていきたいですし、時間がかかるものもあると

思いますが、実行に向けて頑張りたいと考えて

います。来年のタウンミーティングはどうある

べきなのかは庁内でも議論しています。今後は

「何でもいわん会」など地域で実践していただ

いているものもありますので、そこへ行政も入

らせていただき、５年間の地域別計画として作

り上げて、順次すすめていくことが一番大切だ

と思っています。これからもこのようなお話を

聞かせていただいて、一緒に八尾のまちをつく

っていきたいと考えていますのでよろしくお

願いします。 

 

○ タウンミーティングを開催することで得ら

れた地域の方々のご意見や課題などについ

ては真摯に受け取め、今後の市政運営に反映

していきます。 

 

○ 地域のから頂いたご意見や課題については、

来年度策定します地域別計画の中で検討し

ていければと考えています。 

 

○ 課題や要望への対応については、厳しい財政

状況の中、全体を考えて取捨選択し、必要な

ものや緊急性の高いものから順に対応して

いきたいと考えています。 

 

 

 

 


